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における均衡と調和は、三つの要素： buana alit （人間自身ー ミクロコスモス）、
































































































体験し始めています。パリの生活とは、 buanaalit （人間自身ー ミクロコスモス）、
buana agung （マクロコスモス）、 SangHyang Widhi Wasa （至高の神）との調和と
安定を求めるものでしたが、それが国内外の文化、イスラム教やキリスト教と
いった他の宗教、そして物質主義に直面しているのです。神の島パリも、もは
や安全ではなく、盗難、ホモセクシュアル、ベド7ィリア（小児愛）、売春、ジ
ゴロ、麻薬中毒など、様々な負の事例が見られるようになっています。パリの
人々は現在の状況に驚き、これらの悪影響から自分達を守り、権利を守るため
の闘いを始めました。自由と尊厳、そして先祖のために、最後の血（p叩utan)
まで闘うことを決意したのです。
バリの人々のアイデンティティーを守る方法
インドネシアにおいてマイノリティーである、ヒンドゥー教徒のパリ人は、
グローパリゼーションや発展技術から独自のパリ文化を守ることができるので
しょうか。今年の10月8日から10日の PDI総会の成功の例が、パリ流の対応の
仕方をはっきりと示しています。誠意をもって物事にのぞみ、彼らの信条であ
るtrihitakaranaの概念を信じてマクロコスモス、ミクロコスモス、先祖、至高の
神との平衡と調和を保てば、すべてが計画通りにうまく運ばれる、ということ
を彼らは証明したのです。インドネシアは現在危機状況にあり、騒動や強盗、
暴力、不正利得などがはびこっていますが、それでもまだパリ島は国際的にも
治安の良い場所とみなされています。パリには自分たちの願いを表現できる自
由の雰囲気があり、インドネシアに変化が起こることを望んでいます。実質的
に見てみれば、何億というルピアがパリ島で回っており、多くの観光客がパリ
を訪れ、楽しんでいます。
以上のようなパリにおける現在の状況をまとめれば、次のようになります。
パリの人々 は、
ー ひとつのアイデンティティーのもとに団結している。
パリ文化への挑戦 Ill
創造性によって自分達のアイデンティティーを示そうとしている。
ー だれの邪魔もすることなしに安全を守ろうとしている。
もし、何か良い事柄を発見すれば、指示や教化なしに自然と取り入れる。
一何の干渉もない自由は特別な幸せをもたらすものであるから、物質的なも
のにたよることなく誠意をもって物事をおこなう。
全能の神と先祖を信じ、団結感とお互いを世話することの喜びを得る。
